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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期
第３四半期
累計期間

第62期
第３四半期
累計期間

第61期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日

自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高 （千円） 2,803,024 3,090,543 5,687,922

経常損失（△） （千円） △541,549 △183,242 △407,057

四半期（当期）純損失（△）（千円） △646,140 △217,308 △545,645

持分法を適用した場合の

投資利益
（千円） － － －

資本金 （千円） 2,510,000 2,510,000 2,510,000

発行済株式総数 （千株） 13,730 13,730 13,730

純資産額 （千円） 4,372,202　 4,282,872　 4,487,111

総資産額 （千円） 10,241,769 9,802,352 10,477,980

１株当たり四半期(当期)

純損失（△）
（円） △47.16 △15.86 △39.82

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 42.7 43.7 42.8

　

回次
第61期
第３四半期
会計期間

第62期
第３四半期
会計期間

会計期間
自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日

自　平成24年10月１日
至　平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期純損失（△）
（円） △15.32 6.41

　（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に重

要な変更はありません。

　また、関係会社についても異動はありません。

　

EDINET提出書類

スガイ化学工業株式会社(E00906)

四半期報告書

 2/14



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、新たに決定または締結した経営上の重要な契約等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

（経営成績の分析）

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要等を背景に、緩やかな回復基調がみられ

ましたが、欧州債務問題や中国を始めとする新興国景気の成長減速、更には長引くデフレや円高の定着、原発政策

の見直しによる電力供給懸念等、企業を取り巻く環境は依然厳しく、先行き不透明な状況が続きました。

このような状況の中で、国内売上高は1,468百万円となり、前年同期（1,937百万円）に比べ469百万円

（24.2％）の減収となりました。これは、医薬用中間物は増加しましたが、農薬用中間物及び機能性用中間物が

ユーザーにおける在庫調整や使用遅れにより減少したためです。

一方、輸出売上高は1,622百万円となり、前年同期（865百万円）に比べ756百万円（87.5％）の増収となりまし

た。これは、医薬用中間物がユーザーでの在庫調整が終わり増加したこと、及び農薬用中間物が大幅に増加したこ

とによるものです。

この結果、総売上高は3,090百万円となり、前年同期（2,803百万円）に比べ287百万円（10.3％）の増収となり

ました。また、輸出比率は52.5％(前年同期30.9％)となりました。

利益につきましては、固定費削減等に努めましたが、売上の低迷、期初における稼働率の低下及び原燃料価格の

高騰等の影響により、営業損失は201百万円（前年同期　営業損失486百万円）となりました。営業外損益では11月

中旬以降に為替が円安になったことで為替差益42百万円を計上したこともあり、経常損失は183百万円（前年同期

　経常損失541百万円）となりました。

また、特別損失として関係会社株式評価損16百万円を計上したこと等により、四半期純損失は217百万円（前年

同期　四半期純損失646百万円）となりました。  　

　

（財政状態の分析）

　当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ675百万円減少の9,802百万円となりました。これは主

に、商品及び製品が1,132百万円増加しましたが、受取手形及び売掛金が1,687百万円減少したことによるものです。

　負債につきましては、前事業年度末に比べ471百万円減少の5,519百万円となりました。これは主に、借入金が523百

万円減少したことによるものです。

　また、純資産は前事業年度末に比べ204百万円減少の4,282百万円となり、自己資本比率は43.7％（前事業年度末

42.8％）となりました。  

  

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題については、重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

(3）研究開発活動

　当第３四半期累計期間における研究開発費の総額は174百万円です。なお、研究開発活動の状況に重要な変更はあ

りません。
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(4）生産及び販売の実績

　当第３四半期累計期間において、生産及び販売実績が著しく変動しました。内容は下記のとおりであります。　

　なお、当社の事業は、有機化学合成に基づく中間物の製造、販売、研究及びサービス等を行う単一セグメントであるた

め、セグメント情報を記載しておりませんので、「生産及び販売の実績」については製品の種類別ごとに記載してお

ります。

① 生産実績

区分
　生産高（千円）　

前年同四半期比（％）　
前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

医薬用中間物 183,851 852,894 ＋363.9

農薬用中間物 3,210,209 2,985,216 △7.0

機能性用中間物 460,797 186,872 △59.4

その他用中間物 51,452 56,449 ＋9.7

界面活性剤 346,324 273,523 △21.0

合計 4,252,635 4,354,957 ＋2.4

　（注）　金額は、販売価格（消費税等抜き）によっております。

② 販売実績　

区分
販売高（千円）　

前年同四半期比（％）　
前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

医薬用中間物 391,731 730,215 ＋86.4

農薬用中間物 1,457,230 1,637,890 ＋12.4

機能性用中間物 496,803 296,665 △40.3

その他用中間物 92,905 86,011 △7.4

界面活性剤 335,113 319,718 △4.6

その他 29,240 20,041 △31.5

合計 2,803,024 3,090,543 ＋10.3

　（注）１　金額には、消費税等は含まれておりません。

２　主な輸出先、輸出販売高の増減は、次のとおりであります。

輸出先
輸出販売高（千円）　

　前年同四半期比（％）　
前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

北米 305,830 1,180,076 ＋285.9

欧州 539,980 434,905 △19.5

アジア他 19,321 7,050 △63.5

合計 865,132 1,622,032 ＋87.5　

EDINET提出書類

スガイ化学工業株式会社(E00906)

四半期報告書

 4/14



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,730,000 13,730,000
大阪証券取引所

（市場第二部）
単元株式数 1,000株

計 13,730,000 13,730,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成24年12月31日 － 13,730,000 － 2,510,000 － 2,016,543

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

スガイ化学工業株式会社(E00906)

四半期報告書

 5/14



（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することができませ

んので、直前の基準日である平成24年９月30日の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式      27,000
－ 単元株式数　1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式  13,651,000 13,651 同上

単元未満株式 普通株式      52,000 － １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 13,730,000 － －

総株主の議決権 － 13,651 －

　

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

スガイ化学工業株式会社

和歌山県和歌山市宇須

四丁目４番６号
27,000 － 27,000 0.20

計 － 27,000 － 27,000 0.20

　（注）　当第３四半期会計期間末の自己株式数は27,000株であります。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成24年10月１日から平成24年

12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

　「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集団の財政

状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、

四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

①　資産基準　　　 　　　0.3％

②　売上高基準　　   　　1.0％

③　利益基準　　　　   　4.5％

④　利益剰余金基準 　　　5.9％
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 695,075 558,107

受取手形及び売掛金 ※1
 2,683,497

※1
 995,822

商品及び製品 2,074,403 3,207,199

仕掛品 73,786 103,120

原材料及び貯蔵品 173,397 365,100

その他 62,206 78,112

貸倒引当金 △8,094 △2,996

流動資産合計 5,754,271 5,304,465

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 984,924 933,699

機械及び装置（純額） 1,177,472 1,031,737

土地 1,328,624 1,328,624

その他（純額） 465,104 430,213

有形固定資産合計 3,956,126 3,724,274

無形固定資産 5,817 5,817

投資その他の資産

投資有価証券 666,321 693,800

関係会社株式 20,000 3,819

その他 89,622 84,351

貸倒引当金 △14,178 △14,177

投資その他の資産合計 761,765 767,794

固定資産合計 4,723,709 4,497,886

資産合計 10,477,980 9,802,352

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 818,266 ※1
 962,484

短期借入金 1,350,000 1,050,000

1年内返済予定の長期借入金 927,896 866,696

未払法人税等 9,767 7,382

賞与引当金 66,034 15,900

その他 452,325 373,430

流動負債合計 3,624,289 3,275,893

固定負債

長期借入金 1,997,446 1,835,049

退職給付引当金 176,207 231,104

その他 192,926 177,432

固定負債合計 2,366,579 2,243,586

負債合計 5,990,869 5,519,479
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,510,000 2,510,000

資本剰余金 2,016,543 2,016,543

利益剰余金 △55,916 △273,224

自己株式 △4,445 △4,454

株主資本合計 4,466,181 4,248,863

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 20,929 34,008

評価・換算差額等合計 20,929 34,008

純資産合計 4,487,111 4,282,872

負債純資産合計 10,477,980 9,802,352
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 2,803,024 3,090,543

売上原価 2,652,006 2,696,056

売上総利益 151,017 394,487

販売費及び一般管理費

発送運賃 25,391 39,258

従業員給料及び手当 256,550 237,347

賞与引当金繰入額 6,894 5,205

退職給付費用 33,461 47,392

その他 315,658 266,906

販売費及び一般管理費合計 637,955 596,111

営業損失（△） △486,937 △201,624

営業外収益

受取利息 66 84

受取配当金 17,550 17,203

為替差益 － 42,606

補助金収入 5,656 7,328

その他 4,789 8,482

営業外収益合計 28,062 75,704

営業外費用

支払利息 36,181 33,817

為替差損 24,681 －

その他 21,810 23,505

営業外費用合計 82,674 57,322

経常損失（△） △541,549 △183,242

特別損失

固定資産除却損 13,017 13,418

関係会社株式評価損 － 16,180

退職給付制度改定損 91,265 －

特別損失合計 104,283 29,599

税引前四半期純損失（△） △645,833 △212,841

法人税、住民税及び事業税 5,547 5,547

法人税等調整額 △5,240 △1,080

法人税等合計 307 4,467

四半期純損失（△） △646,140 △217,308
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につい

て、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　なお、この変更による当第３四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。　

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※１　四半期会計期間末日満期手形

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当四半

期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末日残高に含

まれております。
　

　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 2,024千円 2,399千円

支払手形　 － 1,457

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）の償却額は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

減価償却費 474,349千円 394,884千円

　　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 54,808 4 平成23年３月31日平成23年６月27日利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第３四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成24年

４月１日　至　平成24年12月31日）

　当社の事業は、有機化学合成に基づく中間物の製造、販売、研究及びサービス等を行う単一セグメントであるた

め、記載を省略しております。　

　

EDINET提出書類

スガイ化学工業株式会社(E00906)

四半期報告書

11/14



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

１株当たり四半期純損失（△） △47.16円 △15.86円

（算定上の基礎） 　 　

四半期純損失（△）　　　　　　　（千円） △646,140 △217,308

普通株主に帰属しない金額　　　　（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △646,140 △217,308

普通株式の期中平均株式数　　　　（千株） 13,702 13,702

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月12日

スガイ化学工業株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 日根野谷　正人　　印　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 奥　田　　賢　　　印　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスガイ化学工業株

式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第62期事業年度の第３四半期会計期間（平成24年10月１日から

平成24年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、スガイ化学工業株式会社の平成24年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　

以　上

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

スガイ化学工業株式会社(E00906)

四半期報告書

14/14


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第３四半期累計期間
	会計方針の変更
	四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

